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紀元前一一二六年秦の恵文王が巴蜀を滅ぼして中国の支配
下に組糸入れて以来、西南地域は中国の支配領域の一部を
構成することになる。
そ
こ
で
従
来
、
秦
漢
の
中
国
統
一
以
後
に
お
い
て
は
巴
蜀
な
ど
西
南地域についても、中国の他の支配領域と共通の基盤にた
った研究がすすめられ、先学による優れた見解も数多く示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
西
南
地
域
の
地
理
的
民
族
的
特
殊
性
に
ついて考慮されることは少なかったように思われる。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
西
南
地
域
に
は
古
代
か
ら
少
数
民
族
が
居住しており、現在に至るまでその状況に大きな変化がな
い
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
中
国
の
社
会
を
考
察
す
る
際
に
も
、
元
来
は
じ
め
に
古
代
中
国
西
南
地
域
の
大
姓
二
）
（
岡
安
）
古代中国西南地域の大姓二）
『
華
陽
国
志
』
を
通
し
て
見
た
Ｉ
漢民族の居住地域と異なる西南地域には地理的民族的特殊
性を考慮しておく必要があると思われる。
さ
て
、
史
料
の
極
め
て
少
な
い
古
代
の
西
南
地
域
の
研
究
に
は
『史記」・『漢書」・「後漢書』・「三国志』。『晋書」
な
ど
の
正
史
中
に
散
見
す
る
西
南
地
域
関
係
の
記
事
を
参
照
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
周
・
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
東
晋
ま
で
の
西
南
地域を初めて地理的歴史的観点から系統的かつ総合的に著
述した東晋の常畷の『華陽国志」は、西南地域研究上まず
始めによるべき基本史料としてそのもつ意義は大きい。
そこで、西南地域の中国化の過程についての基礎的研究
の一つとして、前漢・後漢・三国・西晋の各王朝がどのよ
う
に
し
て
西
南
地
域
を
支
配
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
の
か
、
「
華
陽
国
志
』
を
通
し
て
、
西
南
地
域
の
大
姓
を
手
が
か
り
と
し
て
岡
安
勇
一○五
Hosei University Repository
『華陽国志』巻一巴志・巻二漢中志・巻三蜀志・巻四南
中志にはそれぞれの領域内の郡県に大姓と呼ばれる在地の
豪族にいての記載が承られる。この西南地域に豪族として
在地に勢力を有した大姓が、中国の支配下で地方官吏とな
っ
て
官
僚
制
度
の
中
に
組
糸
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
（２）
（３）
（４）
（５）
す
で
に
浜
口
重
国
・
狩
野
直
頑
・
増
淵
龍
夫
・
上
田
早
苗
・
永
田
英
（６）
（７）
正・東晉次等の各氏の指摘がある。
しかし、各氏は、大姓が地方官吏として西南地域の郡県
の官吏に登用されていることについて、他の漢民族の居住
地域における豪族の官吏登用の場合と同列に扱い、古代中
国における官僚制度の解明のための諸事例の一つとして論
及されているように思われる。
そのような中で、西南地域の大姓について、南遷してき
た
漢
民
族
が
少
数
民
族
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
劉
琳
氏
や
、
巴
郡の大姓について少数民族と漢民族との通婚によって形成
さ
れ
た
と
す
る
郁
少
琴
氏
の
見
解
は
西
南
地
域
の
地
理
的
民
族
特
的
（８）
殊性を指摘したものとして注目される。
（１）
考察してゑたいと思う。本稿では歩｛ず大姓の特徴について
後
漢
時
代
を
例
に
取
り
上
げ
て
述
べ
て
ゑ
た
い
。
法
政
史
学
第
四
十
号
さて巴郡の大姓について、『華陽国志』巻一巴志に、
。：…近益州之乱、朱亀以井・涼勁卒討之、無功、犬守
李願以板楯平之。
とあり、『華陽国志』巻四南中志には、
御史中丞朱亀将井・涼勁兵討之、不克。朝議不能征、
欲依朱崖故事棄之。大尉橡巴郡李願献陳方策、以為可
討
。
帝
乃
拝
顕
益
州
太
守
、
与
刺
史
寵
芝
伐
之
、
徴
亀
還
。
顛
将巴郡板楯軍討之。
と
あ
り
、
ま
た
、
『
後
漢
書
』
巻
八
六
南
蛮
西
南
夷
伝
霊
帝
烹
平
五
年の条に、
大
尉
様
巴
郡
李
頤
建
策
討
伐
、
乃
拝
益
州
太
守
、
与
刺
史
寵
芝
発板楯蛮撃破平之。
と
あ
り
、
後
漢
の
喜
平
五
年
二
七
六
）
に
益
州
郡
の
蛮
夷
が
反
乱
を起こし、御史中丞の朱亀が井州・涼州の精兵をもってし
ても討伐できず、朝廷では蛮夷の地は僻遠で、取るに足ら
ない所であるからその地を放棄するとの結論を出すに至っ
た。これに対して益州の巴郡出身の李願は反乱鎮圧のため
の
建
策
を
行
な
っ
て
、
認
め
ら
れ
、
益
州
郡
太
守
に
任
命
さ
れ
て
い
る。これは、李願が出身州郡内の事情に通じた点を認めら
れて益州郡太守に抜擢されたものと考えられる。反乱鎮圧
の具体的方策として、李願は彼の出身地巴郡地域の少数民
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（９）
族で勇敢な丘〈士として古くから中国に知られた板楯蛮を率
い
、
最
短
距
離
に
し
て
約
三
百
五
十
キ
ロ
離
れ
た
益
州
郡
に
赴
い
た
（Ⅲ）
のである。
このことから、益州郡太守として任命された李願は、少
数
民
族
板
楯
蛮
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
し
か
も
少
数
民
族
板
楯
蛮
を
指
揮
で
き
る
勢
力
を
そ
の
内
部
に
有
し
て
い
た
と
を
窺
わ
せ
る
。
つ
ま
り
李
願
は
、
劉
琳
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
漢
民
族
が
巴
郡に南遷して少数民族化したものか、あるいは郁少琴氏の
指
摘
す
る
よ
う
に
巴
郡
の
少
数
民
族
が
漢
民
族
に
漢
化
し
た
も
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
姓
と
し
て
板
楯
蛮
に
対
す
る
統
率
力
を
持
ち
、
そ
の
実
力
が
中
央
政
府
に
認
め
ら
れ
て
益
州
郡
太
守
と
し
て
登
用
さ
れ
た
者
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
李
姓
は
益
州
で
最
も
多
い大姓の一つ）。
こ
の
よ
う
に
後
漢
王
朝
が
李
願
と
板
楯
蛮
の
関
係
を
利
用
し
た
上
掲
の
史
料
か
ら
は
、
益
州
郡
の
反
乱
鎮
圧
の
た
め
の
太
守
選
定
に
は
、
益
州
内
部
に
見
ら
れ
る
民
族
上
の
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
行
われたことが理解される。
また、『華陽国志』巻二漢中志に、
安帝永初二年（一○八）、陰平・武都売反、入漢中、殺
太守董炳、没略吏民。四年、完復来。．：…天子乃拝巴
郡
陳
禅
為
漢
中
太
守
。
虜
素
憧
禅
、
更
来
盤
結
。
…
…
元
初
二
古代中国西南地域の大姓Ｃ）（岡安）
年
（
二
五
）
美
復
来
、
巴
郡
板
楯
蛮
救
之
。
とあり、『華陽国志』巻二漢中志には、
元
初
五
年
（
二
八
）
、
巴
郡
板
楯
軍
救
漢
中
、
漢
中
大
破
退
売、美乃退。
と
あ
り
、
巴
郡
出
身
の
陳
禅
は
漢
中
太
守
に
任
命
さ
れ
、
永
初
二
年
から元初五年にかげて漢中郡に侵入して漢中太守を殺害し
た陰平・武都莞の鎮定を命じられている。
さて、陳禅は巴郡安漢県の出身であるが、反乱を起こし
た莞族の出身地陰平道は益州治下の広漠属国内にあり、武
都道は涼州の益州と境を接する地にあり、陰平道・武都道
へはともに安漢県を貫流する西漢水を利用することによっ
て往来することができるのである。また、陳禅は巴郡安漢
県
の
大
姓
で
、
そ
の
地
の
有
力
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
上
掲『華陽国志』巻二漢中志永初四年の条には、
虜（Ⅱ陰平・武都禿）素揮（陳）禅。
とあり、また『後漢壽』巻五一陳禅列伝には、
夷賊素聞其声、即時降服。
とあるように、陰平・武都完は在地における陳禅の有する
勢力の強大さを承知しており、陳禅が漢中太守に拝される
と陰平・武都禿は恐れを抱いて即座に降伏している。さら
に『華陽国志』巻二漢中志には、
￣
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以芙畏服陳禅、拝禅子澄漢中太守。
と
あ
り
、
陳
禅
の
後
任
の
漢
中
太
守
に
は
芙
族
が
畏
服
す
る
陳
禅
を
（、）
父
に
持
つ
陳
澄
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
陳
禅
一
族
は
益
州
巴
郡
の
相
当
の
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
陳
禅
と
同
じ
巴
郡
の
板
楯
蛮
が
芙
族
鎮
圧
に
協
力
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
陳
禅
一
族
が
板
楯
蛮
に
持
つ
影
響
力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
（皿）
ものとい舞えよう。
つ
ま
り
、
こ
こ
の
陳
禅
も
先
述
の
李
顛
と
同
じ
く
巴
郡
の
少
数
民
族
板
楯
蛮
を
動
員
で
き
る
勢
力
を
そ
の
内
部
に
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
後
漢
王
朝
が
陰
平
・
武
都
禿
反
乱
の
鎮
圧
の
た
め
に
陳
禅
を
漢
中
太
守
に
任
じ
た
背
景
に
は
、
や
は
り
益
州
固
有
の
地
理
的
・
民
族的な特殊事情が考慮されていたものと思われろ。
ま
た
『
華
陽
国
志
」
巻
一
巴
志
に
は
、
孝
安
帝
永
初
二
年
二
○
八
）
、
涼
州
禿
反
、
入
漢
中
、
殺
太
守
董
炳
、
擾
動
巴
中
。
中
郎
将
尹
就
討
之
、
不
克
、
益
州
諸
郡
皆
起
兵
御
之
。
三
府
挙
広
漠
王
堂
為
巴
郡
太
守
。
とあり、王堂は広漠郡鄭県出身の大姓であり、『華陽国志』
巻四南中志に、
元初四年（二七）、益州・永昌・越濤諸夷封離等反、衆
十余万、多所残破。益州刺史張喬遣従事蜀郡楊煉将兵討
之。疎先以詔書告諭、告諭不従、方略潅討……諸郡皆平。
法
政
史
学
第
四
十
号
とある楊煉も蜀郡成都県の大姓であり、『華陽国志』巻一巴
士心には、順・桓之世、板楯数反、太守蜀郡趙温恩信降服。
と
あ
る
が
、
巴
郡
太
守
趙
温
も
蜀
郡
成
都
県
の
大
姓
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
掲
の
李
願
の
記
事
の
後
に
続
け
て
『
後
漢
書
』
巻
八
六
南
蛮
西
南夷列伝には、
（季）顧卒後、夷人復叛、以広漢景毅為太守、討定之。
とあり、李顛の死後また夷人の反乱が起こったが、ここでも
広漠郡梓憧県の大姓景毅が益州郡太守に任命されている。
ま
た
後
漢
末
の
混
乱
期
に
は
益
州
を
め
ぐ
っ
て
豪
族
間
の
抗
争
が
みられたが、劉璋の益州支配に関する『華陽国志』巻五公
孫述劉二牧志の建安五年（二○○）の条に、
趙
題
起
兵
数
万
、
将
以
攻
（
劉
）
環
、
璋
逆
撃
之
。
明
年
、
踵
破
敗
。
（
巴
郡
太
守
願
）
義
倶
、
遣
吏
程
郁
宣
旨
千
郁
父
漢
昌
令畿、索益賓兵。
と
あ
り
、
河
南
郡
出
身
の
巴
郡
太
守
廠
義
は
巴
郡
領
内
に
住
む
少
数
（田）
（ｕ）
民族寶人丘〈士（Ⅱ板楯蛮）の徴発を、同じ巴郡閻中県出身
で巴郡漢昌令の任にある大姓の程畿に命じている。
また、同じく『華陽国志』巻五建安一二年（二○七）の
条には、（劉）環復遣別駕従事蜀郡張粛送嬰兵一一一百人。
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さ
て
以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
益
州
内
で
発
生
し
た
反
乱
の
鎮
圧
・
平
定
に
対
し
て
中
央
政
府
は
在
地
の
郡
県
か
ら
大
姓
と
呼
ば
れ
る
豪
族
を
益
州
内
の
太
守
に
任
命
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
益
州
内
の
県
の
令
長
な
ど
に
も
起
用
し
て
益
州
内
に
勢
力
を
持
つ
彼
ら
を
地
方
統
治
に
利
用
し
て
い
た
。
こ
の
地
方
官
吏
に
登
用
さ
れ
た
上
掲
の
益
州
の
大
姓
に
も
、
浜
口
重
国
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
本
郡
・
本
県
任
（肥）
回
避
の
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
地
方
官
吏
の
本
郡
・
本
県
任
回
避
の
制
は
言
う
ま
で
も
な
く
自
己
の
出
身
郡
県
が
任
地
と
な
っ
た
場
合
（応）
とあｈ／、ここでは益州領内に居住する少数民族要人の丘〈士
を指揮しているのは蜀郡成都県出身の張粛である。
こ
の
よ
う
に
、
益
州
内
で
起
こ
っ
た
少
数
民
族
な
ど
の
反
乱
の
鎮
圧・調停、あるいは少数民族兵士の指揮監督には多くの場
合益州治下の郡県の大姓と呼ばれる豪族が起用された。特
に反乱においては益州内に強い影響力を持つ大姓の協力な
く
し
て
は
そ
の
鎮
圧
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
中
央
政府は彼らの統治能力に対して高い評価を与え、西南地域
の
支
配
に
は
彼
ら
在
地
の
大
姓
を
地
方
官
吏
に
任
用
し
て
そ
の
勢
力
に依存しているのである。
古
代
中
国
西
南
地
域
の
大
姓
Ｃ
）
（
岡
安
）
’■■■■■
￣
に
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
権
力
・
勢
力
拡
大
に
対
す
る
中
央
政
府
の
防
止
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
郡
・
本
県
任
回
避
の
制
が
概
ね
守
ら
れ
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、
益
州
内
の
諸
郡
に
任
命
さ
れ
る
太
守
の
多
く
が
益
州
出
身
の
大
姓
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
し
か
も
大
姓
間
の
通
婚
に
よ
る
姻
戚
関
係
の
形
成
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
制
度
が
益
州
に
お
い
て
実
際
に
機
能
し
て
い
た
か
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
疑
問
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
益
州
、
さ
ら
に
は
西
南
地
域
に
お
け
る
大
姓
の
性
格
及
び
そ
の
役
割
も
解
明
さ
れ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
そ
の
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
『
華
陽
国
志
』
に
現
れ
た
西
南
地
域
出
身
者
と
そ
の
官
職
名を一覧表にして掲載しておく。この一覧表を通覧し
ただ
け
で
も
本
郡
任
に
起
用
さ
れ
た
大
姓
を
数
例
指
摘
で
き
、
各
時
代
の
西
南
地
域
支
配
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
徴
が
窺
え
る
が
、
す
で
に
紙
幅
も
尽
き
て
い
る
の
で
詳
し
い
考
察
は
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
にする。
な
お
、
掲
載
し
た
一
覧
表
は
誤
り
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
作
成
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
錯
誤
や
遺
漏
も
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
忌
憧
の
な
い
御
指
摘
御
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
注（１）先学による『華陽国志」研究の成果としては舟木勝馬編
『華陽国志訳注稿」（１）～（６）（東洋大学アジア・アプリ
一○九
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力
文
化
研
究
所
研
究
年
報
、
一
九
七
四
年
～
一
九
八
二
年
）
、
谷
口
一房男編『華陽国志人名索引」（国書刊行会、一九八一年）な
どがあり、参照のこと。
（２）浜口重国「漢代に於ける地方官の任用と本籍地との関係」
（『歴史学研究』一○一号、一九四二年、のち『秦漢晴唐史
の研究』下巻所収、一九六六年、東京大学出版会）。
（３）狩野直禎「後漢末の世相と巴蜀の動向」（「東洋史研究』
一五巻三号、一九五七年）。
（４）増淵龍夫「所謂東洋的専制主義と共同体」（三橋論叢』
四七巻三号、一九六二年）。
（５）上田早苗「巴蜀の豪族と国家権力Ｉ陳寿とその祖先た
ちを中心にｌ」（『東洋史研究』二五巻四号、’九六七年）．
（６）永田英正「漢代の選挙と官僚階級」（『東方学報』京都四
一、一九七九年）。
（７）東得次「後漢時代の選挙と地方社会」（『東洋史研究』四
六巻二号、一九八七年）。
（８）劉琳『華陽国志校注』（巴蜀書社、一九八四年）三五九頁。
（９）板楯蛮については『華陽国志」巻一巴志、及び『後漢書」
巻
八
六
南
蛮
西
南
夷
列
伝
参
照
。
ま
た
板
楯
蛮
に
関
す
る
研
究
に
つ
いては沢章敏「五斗米道政権と板楯蛮」（「史観』二六、
一九八七年）がある。
（Ⅲ）巴郡・益州郡間の距離については、諏其驍主編『中国歴
史地図集』第二冊、秦・西漢・東漢時期、（中国・地図出
版社、一九八二年）に拠る。
法
政
史
学
第
四
十
号
（、）実際には陳禅の直後の後任は都茂で、陳澄はそのあと漢
中太守となっている。
（⑫）陳禅一族に関しては前掲注（５）参照。
（、）賓人については「華陽国志』巻一巴志に「其属有濃・實
・首・共・奴・狼・夷・鍔之蛮」とあり、巴郡内の少数民
族
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
賓
人
が
板
楯
蛮
の
別
名
で
あ
ることについては童恩正『古代的巴蜀』（四川人民出版社、
一九七九年）四四頁、董其祥「巴史新考』（重慶出版社、
一九八一一一年）二六頁、郁少琴『巴蜀史迩探索』（四川人民
出版社、一九八三年）七六頁、前掲注（８）劉琳『華陽国志
校注」二九頁注八、および前掲注（９）沢章敏「五斗米道政
権と板楯蛮」参照。
（Ⅲ）巴郡は建安六年には巴郡・巴東郡・巴西郡に三分される
が
、
こ
こ
で
は
旧
名
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
（妬）更人に関して、前掲劉淋『華陽国志校注」三六五頁注一、
四九一一一頁注三には、「翌」人を氏・禿系部族でチベット・
ビルマ語族に属する少数民族とし、その居住地域を甘粛省
南部、四川省西部及び隣接の雲南省・貴州省とする。また
要人は現在の鐸族にあたると言う。
（ｍ）地方官吏の本郡・本県任回避の制については前掲注（２）
論文参照。
一
○
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｢鯛１%lfl志」にｊｉＭｊしたilLiWj地域'１１身肴及びその1].jIル蝿炎－１
王朝 氏名 出身郡 出身県 官職jｲﾉ１ 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 備考
ii漢 厄目
鴬玄
驚隆
壬文公
１８下閖
Iii洋
趙毅
除論
張寛
司馬机如
陽雄
厳遵
李弘
楊壮
楊得
李費
林間
1'１王孫
陳立
１１１文君
何覇
何武
何頭
何況
王略
章明
侯剛
郎公
張匡
都通
王延世
王褒
随机
朱遵
王橋
文斉
楊宣
厳象
趙麹
都公
張審
張猛
楊王係
錫光
鄭撲
７
Ｊ
利己
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
祁闘
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
郡
７
Ｊ
郡
淵
為
〃
〃
〃
〃
〃
漢
〃
〃
〃
中
〃
〃
〃
〃
〃
塊
健
広
６
Ｋ
７
Ｊ
＃
Ｉ
Ｉ〃〃〃〃〃〃〃Ⅸ〃〃〃〃〃〃〃卿〃〃〃郷〃
１
１
〃
〃
江
安
中
蕊
〃
？
？
雨
笠
〃
世
陽
鍵
式
〃
左ⅡⅨ加川ｗ
Ｌ
Ⅲ
ｈ
〃
价
干
ト
ー
１
１
脳
川
■●ｑ－Ｊ巳】□。ｒ』ｂ■■■■■●
←ＭＰｌ＋ｗ曲
〃
〃
〃
城
巾
西
褒
謙大夫
侍１１１
情｢'１従叩＃
公車令
公府橡
京兆尹
博士
給』|「ｌｉＷ１１
従』|＄
尚１１$即
l(ﾘ蝋
帆W太く]：
那戸卿
腸l1llill史
楚太守
菰１１１太守
美Iﾙ令
太'|リリと
尚了1ﾄﾞlｌＩｌ
大'１１大夫
菰門侍郎
河堤謁粁
謙大夫
即
ｌＩ１ｊ功''１v
柏ﾉ､1了
城Iil枝ｌｉｉ
Ｍ『ｲｧ
識片
校h1l
給11''１
交州lljll史
大'１１大夫
司空橡
侍''１
ﾄ打
蜀ｉＩｌ功曹
巴郡太守
別剛掴邸
売り'ﾄｌ１ｉＩ史
廷尉
光様大夫
謙譲大夫
復淡将il（
益１．ｌ|太守
河1Aj太守
城陽''１尉
術肘
光様大夫
交趾太守
|附州刺史
門下史
天水太守
属国部尉
而]隷校尉
御史大夫
鋲遠将ili
交州牡
大将ili〔
左判断将i爪
蝿叫〔l冊欝
''１郎将
京兆尹
大司空
iif河太守 iili太守
趙洋の子
もと荘遵
李弘の子
其先趙人
何武の兄
何武の弟
何武の子
王広の父
張籍の孫
道家
後漢 遵閻
厳
黄
孫
畿
郁
文
参
仁
宏
程
程
任
馬
楊
趙
那巴
〃
〃
〃
〃
〃
７
〃
側
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
史刺Ｉ
‐
烏。ｊ
ノ
ー１
１
１
揚
橡
瀧
吏
侍御史
尚TIIF
ＷｌＩ従ﾘﾄﾞ
涼州lIill史
江陽太守
程畿の子
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[華陽国志」に現れた西南地域出身者及びその官職一覧表－２
官職名王朝 氏名 出､身郡 出身県 ：官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 備考
後漢
長
那
羽
瑛
栄
揚
祈
温
顛
千
敏
景
禅
澄
禧
弘
端
遊
圃
簑
実
晏
穎
調
行
就
良
慣
成
誉
就
紹
成
直
温
煥
盛
威
御
胤
煥
允
偉
賀
雄
庚
温
湛
縄
遵
舜
芳
本
輿
含
修
稚
趙
厳
諜
襲
襲
王
李
李
淳
趙
黎
陳
陳
陳
陳
張
趙
閻
張
陳
趙
趙
襲
欣
厳
胡
文
母
陽
喬
張
牟
平
然
謁
謝
塞
張
躍
鴨
砺
楊
玄
寵
曲
李
凋
橘
鵺
滅
趙
謝
徐
砺
張
沈
郡巴
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
・
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
中間
淡
〃〃軌〃〃〃〃〃〃〃獺〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃肱〃〃ｍ〃〃〃〃〃〃〃１灯しり〃仙糊〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃油〃
句〃ｒの①〃０●のグー●
徐州牧
橡
巳郡太守
橡
橡
太尉橡
巴郡太守
日南太守
諌議大夫
尉
橡
上谷太守
孝廉
州|帳下司
張魯功曹
越潟太守
別駕従事
魏郡太守
征東中郎将
荊洲I刺史
橡
橡
橡
橡
橡
橡
橡
橡
橡
度遼将軍
汝南太守
巴郡橡
巴M1橡
巴'１J橡
幽ｌｌﾄＩＩＩｉｌＩ史
降虜校尉
九江太守
大泌I嵐
宕渠主簿
桂陽太守
宕渠主簿
単騎将軍
尚書郎
公車令
#'1文学橡
平iHj参嚥
朧i1Li太守
氷,Ｍ〈《】：
上禁令
荊州刺史
益州太守
左潟湖
閻顕長史
越嵩太守
大倉令
桂陽太守
郡太守
戸曹様
1文山太守
治1'１従事
漢中太守
征東''１郎
大荷l農
巴郡功曹
遼東太守
漢中太守
司隷校尉
司隷校尉
厳遵の孑
諜玄の子
襲策とも
襲楊とも
陳澄の父
張滿とも
巴西郡
母成とも
篭の誤りか
嬬允の父
i馬元とも
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『華陽国志ｊに現れた西南地域出身者及びその官職一覧表－３
王朝 氏名 出身郡 出身県 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 者傭
後漢
卿
糺
敬
彪
烏
顕
偉
錯
憲
定
戒
典
謙
温
辣
粛
松
覇
楕
叔
馬
湛
終
由
班
黎
程
虞
王
黄
趙
趙
趙
趙
趙
趙
楊
張
張
張
張
張
司
陳
楊
揚
揚
信禽
超
孫
侯
堅
阜
呈
桁
宗
循
坊
榿
陵
齋
光
仲
助
塵
伯
英
汝
詩
玉
衡
情
貢
超
隻
洽
紀
員
謝
閖
広
嘉
良
充
禽
王
仲
羅
柳
任
任
任
張
趙
張
股
陳
鄭
楊
何
何
何
何
羅
羅
羅
眺
何
常
常
常
常
常
王
王
常
張
郡巴
〃
〃
〃
〃
郡蜀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
７
．
７
都
．
？
？
？
成
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｉ脇
〃
Ⅱ卑
〃
〃
唖
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
永昌太守
司隷校尉
lﾐ安く了
大尉
侍''１
大僕
巴郡太守
従事
別駕従事
別駕従事
会稽太守
ｉｆ↑中従事
校書郎
郡文学橡
間中今
成都県吏
功曹
童泉谷
博士
美陽令
長沙太守
葉令
徐州刺史
尚書
謁者僕射
広漠長
広采長
鍵柏長
荊州刺史
永昌太守
侍御史
広漠太守
尚書郎
広都令
iir'１１１１従J1『
司徒
衛尉
尚書令
司空
橡
越鴇蘇示令
議郎
西域今
益)'ﾄ|太守
梁相
京兆尹
胖何太守
漢中太守
太常
司徒
司徒
広漠太守
侍''１
茂陵今
尚書令
侍１１１
大僕
司隷校尉
侍中
五更
不章令
司隷校尉
長水校尉
大鴻臓
車騎将軍
博士
大司農
少府
大尉
杜慈の夫
何泣の夫
趙戒の父
趙典の父
趙戒の孫
趙謙の弟
張表の伯父
張表の父
張措の父
王遵の妻
張覇の妻
歴数県令
禽堅の父
任防の父
任防の弟
趙温の子
張槽の弟
何妨の父
羅貢の父
景奇の妻
眺力１tの父
常紀の父
趙謙夫人
常原とも
常高の族兄
王階の子
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｢華陽国志」に現れた西南地域出身者及びその11職一覧表－４
王朝 氏名 出身郡 出身県 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 備考
漢後
儀
方
孫
遼
孫
美
方
穎
伯
和
末
昭
祈
辰
普
某
俊
任
裕
寧
飲
龍
岐
莨
儀
次
智
叔
智
敬
胎
孟
褒
姫
釣
台
旅
媛
沖
撫
惟
永
度
萎
帛
順
時
綱
続
方
成
漢
准
葬
敦
松
進
文
姫
仲
元
栄
植
穎
光
尼
任
張
侯
朱
朱
張
張
張
張
張
史
寳
任
何
田
求
段
張
段
曹
費
呂
謝
謝
董
董
趙
趙
王
杜
張
任
周
韓
黄
呉
張
張
張
張
儀
楊
楊
楊
趙
趙
揚
揚
陽
粉
王
李
張
楊
李
先
郡蜀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
諏夘為〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
腱
都
繁
〃
〃
広
〃
〃
安
の一〃０■、｜〃ｒ●一ｍ〃Ｕ●（叩〃〃●のクリＣｌの〃００⑤｜〃８●一ｍ〃ｒ●⑪クリ●、〃，●｜、〃７，，〃ｒ・のロｒ●一｛』』Ⅲ
〃
〃
〃
〃
中資
〃
〃
〃
〃
〃
〃
道焚
〃
〃
〃
〃
場武
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
叩
県符
巴郡太守
郡功曹
尚書郎
従事
後部司馬
益州従事
健為太守
侍郎
牧守
牧守
牧守
ｲｬ浦太守
城門校尉
尚書
督郵
功禰
永昌太守
大将軍橡
広陵太守
尚書
豫州牧
司隷校尉
司隷校尉
功蒋
新郡令
上党太守
漢'１１太守
別脇従事
漢中太守
即''１
翼州|刺史
朱提太守
符県吏
五官中郎
司隷校尉
西瞥橡
廷尉
光禄大夫
中郎
河南尹
別駕
公''1今
尚書僕射
相
尚書今
揚州刺史
司空
尚書郎
?郡守
朱叔賢の妻
公乗会の妻
杜慈の夫
IiM紀の妾
儀成の妻
趙盛道の妻
松貞瑛の夫
相登の妻
尹仲譲の妻
張貞の妻
張綱の父
張方の父
張方の兄
楊惟の祖父
王博の妻
楊換の子
楊文方の妻
楊文方の子
李広の祖父
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｢華陽国志」に現jした四耐地域出身者及びその12｢職一覧表－５
’「職瀦王朝 氏名 出身郡 出身県 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 官職名 備考
後漢
瑛
珪
配
絡
賢
貴
貞
鳳
君
毅
鷲
充
業
肇
旗
蔓
極
他
倉
栩
幹
雛
叔
鉗
紀
非
元
平
調
行
浮
約
鯆
賀
先
先
任
程
楊
張
景
景
楊
李
李
恵
侯
文
文
朱
買
周
彰
寧
張
段
彰
李
李
股
寵
張
昭
霞
郭
一兀
弓
尤
充
勝
恭
国
像
伯
詩
江
堅
堂
稚
博
遵
商
甫
漠
士
祐
獲
頴
禁
李
李
李
段
折
折
孟
芙
張
郭
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
凋
善一ロー
潟
顕鍾
郡
”叩
為
〃
〃
〃
〃
〃
漢
〃
〃
〃
〃
肌
〃
〃
〃
．
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
健
広
県符
〃
稗
耶
牛
７
。
？
瞳梓
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ｊ什
〃
漢広
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
雄
Ｐ
Ｊ
Ｂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
』
測
珂
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
『
〃
〃
》
〃
〃
〆
越潟太守？
巴郡太（「
高陵令
郎
功曹
遂久令
覇陵令
北海太守
治中従事
広漠太守
将作大匠
戸曹
河南尹
儀郎
諌大夫
尚書郎
東観郎
西曹橡
郁林太守
符長
武威太守
鳥九校尉
穀城令
治中従事
綿竹令
河内郡Mnl令
宕渠太守
謁者
衛尉
侍1$'1史
済陰相
論｢'１祭酒
光様大夫
主簿
庸江太守
楽安jN1
上Ｊ１橡
汝南太守
蜀郡太守
荊ｌＩ､|備蓄
充州刺史
健為太守
成都ｲﾃ
侍｢1１
武#'１ｲテ
功曹
京兆尹
侍中
魯机
侍御史
益州太守
越淵太守
光禄大夫
益州太守
尚書
尚書僕射
右扶風
洛陽令
鞭ﾘﾄ|刺史
侍中
司隷校尉
巴郡士守
荊ｌ`ﾄ|刺史
先尼和の女
先絡の兄
長貴ともいうか
張惟の妻
陳助の夫
景顧の父
李哩の父
王堂の妻
文ｱｷの子
屡伯の妻
王輔の妻
李平の父
楊文の妻
美詩の妻
李充の祖父
祖は股iエ
折僅1の子
王稚の父
王堂の子
王博の子
王化の祖父
王士の従弟
王商の族弟
王士の子
王祐の弟
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後漢 鄭純
羊唾
羊期
半､「
王彰
李朝
李旦
李耶
李遡
=妙．
●▲￣
康
厳扶
劉寵
潅憾
卜|:真
轆犠
/,:喬雲皮
氏
穆
婚
馬
安
統
厚
斌
寛
累
他
・
和
敦
璃
輔
剛
玉
仲
博
朏
広
椛
丈
敬
止
狩
余
肋
処
季
慈
放
烏
敬
禍
稚
朴
な
郡
桃
災
英
呵
柾
揚
揚
揚
揚
王
王
壬
汝
段
磁
賜
郭
楊
概
柵
柵
李
柵
楊
楊
雌
李
李
王
杜
札
郭
机
楊
哀
衰
古
戊
椎
紙
郡淡広
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
，
〃
〃
〃
郡
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
竹綿
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
都新
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
叩勿
テ●１０
瓢
、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ふ
仰
心
〃
７
．
７
．
益朴|西部都尉
交州刺史
別駕従?lｆ
巳1111太守
別WM従Ｔｌ（
事
西噛橡
従;'|ド
侍''１
成郡ｲﾃ
随!'＃
狄道長
光禄大夫
侍中
郡吏
従事
厭令
iill]LMM［
大医丞
iill今
光附く夫
IiiMｴﾘ農
ﾘI(丞佐
功Wｉ
i[陽太
永日太守
功･曲
光様'Ｍｌｌ
｣|:WIuミ
'1ｲ丁
三遇
五
'１１峡
Ｈ１工令
安淡将ili
鄭令
郡橡
極Mj太守
安淡行
五｢『橡
胖何太守
功V１ｊ
潟季宰の妻
王商の子
李旦の父
李朝の弟
王堂の子
〃
圧安の母
芙嬉の父
楊厚の父
楊寛の父
便敬の変
李福の父
楊煉の孫
楊斌の子
李平の夫
杜慈の父
楊敬の夫
哀稚の妾
王上の妻
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後漢 朱叔賢
祁伯宗
張昌
陳雅
陳||偵謙
陳Mj(談
陳綱
陳謝
陳省
llM患
ﾄﾞ５１色
情
ｆ)lLiliK
r11基
李韻
ん８s△T-JT1lj
半間
李歴
李文姫
李整
李法
李穆菱
段崇
段勃
段伯生
原展
王宗
厳華
美済
陳巳
曹廉
勾矩
劉畦
趙嵩
趙
趣曝
趙Ｊｊ１ｉ
趣瑛
張HlI
ｌＩｉ礼修
祝亀
衛衡
燕邪
楊矩
楊元珍
楊礼珪
杜泰姫
劉巨公
李並
芋推
張宗
李容
綴微
張
郡
？
ｊ
Ⅲ
川
小
・
■
・
己
０
．
１
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
似
〃
〃
〃
〃
陽
劃
け
〃
〃
１
１
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
斗饗
正
広
ｂ
Ｑ
ｊ
Ｕ
０
ｂツイひ
■
９
Ｇ
ＩＩ
７
．
７
．
７
．
ｋ
１
Ｊ
１
１
７
１
１
１
Ｊ
１
１
！
安
勵
１
１
１
１
１
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ⅲ
●
０
Ⅲ
蛆
』
β
〃
７
Ｏ
ｒ
ｉ
０
■
〃
△
ｙ
ｒ
Ｄ
Ｊ
７
．
７
．
峰
災
Ｉｌ
Ｉ
Ⅱ
０
℃■ｊ■■
那併郷
ii巾人)と
弘ｌｌＭ:?､)：
太守'１'｢「
ﾎﾟ''１竹ｲ了
inﾐﾘﾄｌｉｉＩＩＩｌｉｌ＄
'１１１功１１ｉ
安衆ｲテ
ｉＷＩＩｌｌ)Ｍ１：
Ｗ|：
lillMi史
TiIlli
大Iｌ１
新城1Ｔ
)|(兆尹
Ti]鰍杖1AＩ
iｳ1''１主禰
郡門下史
11111111~1《史
珊ＩＩｌＩｌｌ下史
jlllll''1下史
故吏
故吏
故吏
iIit史
iIi<〔吏
故吏
三ii簿
漣ＸＭｋ
ｌＭ１１ｉ１ｲｧ
T1i州刺史
ﾘﾄﾞｲﾘﾉＭ１：
涼州刺史
iM〔illilミ
従1｛
ﾉ〈inIIMi
巴郡太守
従?|；
囲１１１ﾘﾉk《１１弓
功ｌＩｊ
奉りili1lXl
安刊1１
汝ili太守
広iクリ：'ﾘﾐ
魏１１】太くi盲
町1$Ｉ
光様火夫
桂陽太守
尚１１}|剛Ｉ
侍''１
右j)(風
川〕i'１:ｲｧ
,i`光枝肘
可空
降集校尉
張昭義の夫
陳雅の姪
陳雅の姪
陳綱の孫
楊礼珪の夫
李穆菱の夫
程祗の子
李部の父
李固の父
李愛の父
李固の従弟
趙瑛の斐
李文姫の弟
李穆姜の弟
程祇の喪
段勃の父
段勃の従兄
陳巴とも
張札術の夫
杜泰姫の夫
趙宣の〕..
趙宣の］Ｐ●
李文姫の夫
趙嵩の亥
割泰瑛の夫
楊礼珪の父
李阿の子
〃
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Ｐ
謙
威
磐
表
諜
珍
宝
保
貢
逼
離
石
王
李
章
王
尹
傅
傅
尹
謝
封
江陽NII
巴郡？
野属国
ノノ
〃
||羊iｌＷ１１
〃
〃
〃
ﾉノ
越崔郡
安
道
漢
？
厳
７
．〃 嘉
数
夷
漢
母
平
〃 郎夜
？
？
巴111太守
厳近ﾘi1主
厳jiiⅡ｢L長
巳'''1太守
尚:i１$丞
尚ｆｌ；ljlll
ii2城｜|’
功杵
少府
尚書郎
長安令
太常
#'１州ⅢiＩ史
巴Wll太守
一》一一》『｜‐－‐’０’Ⅲ
哀
顔
汰
慮
野
群
巨
祁
勲
斉
忠
孤
厳
楊
徐
周
周
周
程
馬
馬
馬
令
１
１
１
１桃
権
崇
疑
併
周
煕
談
禄
徽
平
扶
休
襲
迷
強
搾
鰯
倣
斎
表
仇
磁
祇
宗
随
笠
間
碩
詩
梁
洪
義
黄
黄
張
諜
諜
諜
襲
襲
襲
王
勾
張
黄
張
池
趙
黎
蝉
張
張
王
杜
何
何
何
常
常
常
蔵
Ⅱ
楊
楊
郡
〃
巴
７
Ｊ
７
Ｊ
淵
７
Ｊ
、
旬
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ず
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
配
側
－
１
巳
蜀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
１；將健
〃
〃
〃
江
忍
臨
？
肋
１間
国
国
Ⅱ
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃献疏〃‐〃蝋〃〃糠鮨？？？？？？？成！‐‐
渦
１
１
１
７
Ｊ
剛
原
〃
〃
江
〃
安
？
南
〃
陽武
〃
将11Ｋ
儒林校肘
博士
別附従事
尚醤
漢呂lを
南広大守
尚書僕射
主簿
尚書郎
牙門将
典学従］f
ili陽令
巳西功柳
巴i剛'1従ｆＩ１
鎮軍将軍
桙将節
左将軍
神将il〔
稗》lWil〔
》|Ⅱ！
丞ﾈ１１１乏史
安閑将軍
氷昌iij丞
議Wi従戦
門下:ill}佐
從４$祭ｌｉＨｉ
安漢今
南広太守
廟令
従』１$
氷昌従11＃
功),I1i
Ｉ行'rl1i>ｔ１１ｆ'|＃
灘
胖何太守
広漠長
蕩冠将軍’
太子家令１
本部大｢'１正）
腱為太守
牙門将
参ili
巳郡太守
輔漢将軍
益州都督
永昌太守
大↑|↑
広漠太守
大鴻'1胤
江陽太守
侍中
前部司馬
五官中ＬｌｌＩ）
忠節将111
杯i童太守
州郁督
偏将躯
越闇太守
大'１１大夫
越欝太守
安漢将軍
益)''１太守
雌為太守
Ｉｌｆ何太守
卿'''１太守
建聯太守
単騎将軍
光様大夫
漢'１１太守
越騎枝IAｌ
鎮北将軍
散騎常侍
鎮北太守
徐〕ｉｎとも
同好の子
liW群の子
移設の子,所とも
!【ｊ参とも
黄崇の父
張爽の祖父
諜周の父
襲謹の子
襲禄の弟
；l(飛の将
iHi飛の将
張松の子
Ｉｉ１宗の族人
ｲｉ１鍵の父
何武の後斎
常稀の祖父
常貝の子
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厨
(魏）
(臭）
元
之
翼
盛
義
勝
秦
承
血
術
定
承
逢
渠
福
豊
護
黙
宗
仁
微
恭
職
巨
獲
習
恢
球
談
凱
機
漢
約
漉
胡
幹
通
展
谷
熊
素
興
寧
張
李
影
向
馬
潔
秦
陳
高
李
冬
腕
李
李
李
尹
尹
李
杜
文
焦
徐
孟
饗
李
李
孟
呂
遜
間
衰
杜
朴
孟
孟
毛
難
艇
王
呂
廿
郡
郡
為
〃
漢
〃
〃
〃
齢
涯
庁
吟
郡
祁
Ⅲ
川
祁
郡
郡
郡
郡
１
〃
中
洲
漢
越
〃
〃
〃
極
〃
，
〃
〃
〃
〃
〃
〃
陵
寧
〃
〃
〃
捉
昌
東
西
祁
梓
耕
建
朱
永
巴
巳
巴
〃
〃
ｌ
７
ｊ
ｉ
剛
１１
，
ｊ
鐘
乎
〃
〃
〃
〃
〃
ｕ
Ⅲ
加
川
建
交
巳
陽
淡
竹
武
，
広
鄭
〃
〃
締
？
？
？
？
？
済
〃
〃
〃
〃
〃
〃
童Ｃ●Ｇ１｜■■
ずｒＣＣ
ｆ
１
↑
〃
一兀
？
？
？
楡
〃
７
．
７
．
７
．
率
復
漢
渠
７
・
不
魚
安
宕
〃
〃
江
？
？
？
？
？
？
？
脇
蜀nIj太守
神将軍
治''１従亙１F
少府
別珊
新城太守
成那イテ
太子僕
凍識大夫
博士
主薄
治''１従二|『
越柵1Ⅱl将
御史'１１丞
領il［
治'１１従那
羽林右部
jliili淡将１１１
蜀那功凹
胖何太守
巴郡太守
巳西太守
巴〕|〔太守
牙門将ilI
牙FII将jl［
牙門将軍
交趾太守
牙''１１将１１［
牙FII将Ｊ１〔
交趾川吏
折１１１１将１１［
益州'111督
江陽太守
太常
右''１郎将
魏興太守
巴西太守
太子''１庶
太子家ｲｧ
丞将参可［
安漢将ｆｌｒ
雲南太守
九真太守
交州諸軍事
西陵太守
鎮南大将軍
長水校尉
上庸太守
江州都督
右１１１郎将
建寧太守
南'１１大将耶
翼州刺史
大司農
揚武|糊（
尚下'１:僕射
)糾締UWf
征西犬将軍
尚諜僕射
交州刺史
全監車領
張綱の曾孫
夷王
斯都耆師Ｉ
蘇祈邑君
越嵩郡ﾘﾐ
李権の］Ｐ￣
李仁の子
李護の父
夷主
李恢の甥
巴夷
巴夷
巴夷
饗能とも
王業とも
明
宗
立
楚
足
扶
飲
恢
融
休
思
符
莅
階
蕨
楊
文
毛
部
毛
常
馬
馬
馬
鮮
陳
陳
陳
趙
１
－
７
Ｊ
１巴
〃
〃
〃
〃
〃
７
Ｊ
川西
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
巴
紅〃１、
Ⅲ
私
１
１
１１
１
閃
？
・
７
．
ＮＩ
〃
〃
〃
淡安
〃
〃
〃
安蛮拠jlf
従11i：
l)ﾄﾞ何太守
従ZlＦ
西爽司馬
越雛太守
交趾太守
治llj従zlf
広淡太守
上廉令
斉王橡
主薄
擾安今
武陵太守
大将ｊ１[來哲橡
益州刺史
Ｑ－Ｌ－
〃 別綱
褒'１１今
天門太守
尚書郎
永昌西部都尉
武陵太守
尚111Ｆ
建蹴太守
益州太守
１片陰太守
輿１１｢太守
散騎備事
馬忠の子
〃
〃
解思明とも
陳寿の甥
陳莅の弟
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王朝 氏名 出身郡 出身県 官職必 官職ji'１ 1丁職務 官職名 官職名 官職７１ 備考
晋 績寿
変
高
同
登
企
俊
亀
尼
壮
植
舗
容
建
弼
峻
隠
充
間
陳
張
李
諜
誰
鴻
杜
張
翼
翼
毛
黄
黄
王
趙
張
柳
柳
伸柳
純
異
禎
修
弦
雄
診
烈
良
毘
秀
元
煕
溌
迪
某
某
良
識
初
畿
逢
襲
観
偶
遊
陽
包
璋
玩
偉
籍
勗
寛
柳
王
杜
杜
社
杜
松
杜
杜
杜
杜
任
任
任
任
寿
寿
寿
楊
柳
何
何
何
何
羅
何
李
何
何
高
常
常
常
常
郡西
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
洲
７
Ｊ
巴
蜀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
漢安
〃
同
国
充
充
〃
〃
５着
南
西
？
？
？
？
？
？
？
。
？
？
？
成
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
に
仏
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
単
原
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
江
〃
〃
〃
〃
漢｢'１太守
黄門侍郎
長水校尉
典軍従71『
錫令
功ilIi
|龍iILi太守
建寧太守
別剛従事
iHi夷司馬
巴iHilil丞
巳lij太守
蜀1ⅡＩ太守
濟陵太守
監南'''八軍事
蜀牙門将軍
連道令
度支太守
巴#'1太守
平西将軍
符節今
略陽極車
建平太守
維令
功曹
大中正
平康令
縫為太守
茶令
大将軍様
)１ﾄ|主簿
執金吾
南鄭令
新祁〈丁
蝋為ＪＭ：
腱為太：]：
大長秋
祉lji将ilf
別駕
ijliM1ｲｧ
治''１従Zll：
雍州刺史
M1陽《了
iii''１今
従rli
功'ｉＷ
蕊ｲ「
散騎侍郎
南蛮校尉
牙門将ili【
尚蒋郎
主簿
都護
西夷校尉
巴郡太守
漢嘉太守
宜都太守
iHj夷校lMll
立都太守
安漢令
建寧令
牛IilU令
湘東太守
新都令
大Iii【参iit
健為太守
梓i童令
iHi夷可M；
梓i童』(（]ミ
主簿
i櫛安ｲﾃ
Ⅲi1I1Illl将
功Ｙｙ
主簿
侍御史
秘書郎
#11州刺史
雁門太守
》'1鰯従事
ilti河太守
巴東太守
建平太守
益ﾘﾄ|刺史
巴''１１太守
新城今
Wj鄭令
肌''１今
平東f之史
越勝護軍
iAi陵太守
栄陽令
平i1Lil2史
糠
ＷｉＴ
武平太守
東観郎
陰平太守
i)lj夷校尉
西夷校尉
池陽ｲﾃ
安陽今
溌陵太守
尚脅郎
朱拠太守
散騎侍'''１
巴ⅢＩ!太く)：
新都ｲ了
衛将軍主
梓撞|)l史
張水校尉
長水校尉
尚書郎
郎中令
建寧太守
鎮南軍司
越騎校尉
l；(州刺史
綿竹ｲｧ
晋郡''１正
揚烈将ilj：
巳來lMiili
巴來監願
健為太守
衡陽太守
東光校尉
Ｍ１束太守
張疑の孫
柳隠の長子
柳{}'１の子
|Ｗ〔とも
杜禎の子
杜１１今の子，
杜診の父
杜毘の父
杜雄の二子
杜雄の三子
杜砒とも
杜1紗の子
柾煕の父
([元の子
([煕の子
([鱒の子
辮ILの祖
寿luLの父
li！'1隠の子
Ｉ１ｌｔＬの子
{'１１蟻の弟
IiII掌の甥
(１１１随の長子
{''１鱗の父
('１準の子
'ilir恋の父
↑lir隙の子
`}柿１１１の子
常廓の子
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陰王朝 氏堀 }11身郡 身ﾘ,（ 1.『職>i'１ `､r職潴 77職’'１ 1ｒ職名 官職名 官職名 備考
エロ
－
勺
０
０
。
■
■
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｉ
－
０
１
０
ｊ
Ｆ
－
Ｉ
Ｄ
．
Ｉ
’
．
．
．
↑
．
’
ｌ
‐
０
‐
４
１
‐
常長生
常廓
常忌
杜襲
杜淑
常弘倉
柳竺
任興
任叡
何旅
張栞
費揖
費立
iMi繍
楊穫
張徴
張曹
､ムニ
ーゴー
李
李輿
李盛
楊邪
楊彰
楊逵
程Jir’
楊倉
楊芥
陳瑞
唐定
哀縫
費遠
張斫
叡
段容
李毅
と擁リ
李秀
李櫨
李演
李泌
王化
王振
王岱
王崇
王顛
王長文
司馬承之
司馬佐
司馬尊
司馬賢
王載
王紹
羅埼
呂淑
郡蜀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
７
Ｊ
科Ｍ
私
ｗ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
震
〃
〃
ｗ
〃
〃
〃
〃
叩
〃
〃
〃
〃
・
〃
７
Ｊ
Ⅱ
淵
１》緩〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
，
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
牢
〃
〃
〃
〃
十
Ｗ
１
健
広
漢
原
ｒ
〃
宏
江
？
？
？
？
？
？
？
？
南
いり。‐、
ｉ
肘
〃
〃
〃
所
↓
リ
川吻
Ｃ
●。｜
６
０
１
１
１
１
，
！
１
１
１
〃
〃
〃
Ｊ
武
１
１
１
，
１
１
１
？
？
？
？
？
？
？
？
？
庄
鄭
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
約
瀞
７
．
７
．
７
．
猯１１１従:！'$
維令
漢嘉太子
武陽令
都安令
)'|､|別剛
州別１１Ｍ
従』}＃
典学従1$
別駕従〕|＃
巴西太守
成都ｲﾃ
城令
交趾太守
広漠太守
江陽太守
州従』１$
汝山太守
大傅参jl（
寧浦太2Ｊ：
主簿
衡陽内史
比蘇令
滅池ｲｧ
濁尚iII：
平Yy従Ⅲ卜
宜都太守
｡
巳郡太守
江原〈了
ll1l1（了
１Ｍ'１
趣寧太ｌｉ：
別照従plf
南夷校Ml
1lIi夷校IｉＩ
6(iｲ`ﾄｌｌｌ$
御史
ｉ１Ｗｉ
ｌ１Ｕ１Ｉ１
広都ｲＴ
ｉ[|jルィ了
別fＭ
Ｉｉｊ功111
従ﾘﾈ''''''１
従1卜
漢嘉太守
別fM従JlF
巴1111人《】：
別駕
NI主簿
什力1】ｲ丁
貝ｸﾄ散騎
Hf陵太ｇｉＦ
龍鰯将ili：
ﾌ1Ｗ･洗M３
別jW↓
二ｉ２簿
寧州刺史
越鰐火
尚市!'‘
成都
楽iiiｲ丁
巴來太守
作唐ｲﾃ
尚i1$Iｌｌｌ
樋為太守
江原（了
功W「
Wi蛮校肘
尚ｆＩ１:即
資Ｉｌ１今
長水参車
識内史
尚Ｗ１:I１Ｉｊ
安淡ｲテ
繁(了
米捉太守
健為太守
朱捉太守
｣二Ｉｉｌｉ太守
''１替郎
広漢今
龍驍将軍参flI
索1K1内史
ｉＴ１Ｉ)lilﾑｲ了
雛ｲテ
腿iHiii卿i：
梓瀧太
剛Ⅱl太守
蜀郡太守
繁令
1ﾐ水校尉
)`ﾄ|大''１正
尚i1$卯
雲Wj太守
散騎侍郎
貝外常侍
漢''１太守
汝山太守
健為太守
漢嘉太守
梁ｌ･ﾄ|刺史
常寛の子
常勗の弟
常闇の子
弘愈とも
費立の父
張翼の子
張翼の孫
李必の長子
李忘の幼子
李必の少子
楊逵の兄
李旦の]Z
李毅の]＆
李毅の女
李毅の孫
李櫨の従兄
李毅の従弟
王彰の1を子
王化の弟
王化の叔弟
王化の少弟
王長文の父
司馬勝之の子
〃
〃
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王朝 氏名 出身111］ Ⅱ｣身UiL ｢「職調 ＴＴＷⅢi'１ `1Ｊ職潴 `向職名 官職名 官職堀 零ｃＦ０Ⅱｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
亜ロ
１
１
１
。
．
↓
１
－
↑
０
‐
方
約
瑛
辨
融
馥
笄
驍
賢
紳
句
雍
文
孫
程
侯
許
李
池
薬
阿杜
承
維
連
松
元
覇
敏
洗
桁
陵
量
深
才
岳
紀
屯
禺
悦
逃
恕
朗
猛
某
清
猛
昭
播
逢
恕
祥
某
某
俊
・
帰
蘭
李
李
董
董
董
毛
毛
子
鍵
蕊
孟
孟
．
魏
羅
周
周
李
謝
池
文
奨
王
李
雷
李
雷
費
呂
呂
呂
謝
沖
岳
約
胤
暉
桃
王
耶
那
漢中郡
梓撞郡
ﾉノ
江陽郡
〃
〃
濡陵郡
ノノ
ノノ
〃
ノノ
〃
〃
建寧郡
〃
〃
ノノ
ノノ
ノノ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ノノ
〃
〃
〃
l羊何郡
〃
〃
〃
ﾉノ
朱拙i］
〃
ﾉノ
ノノ
汝山111ｊ
氷昌荊１１
ﾉノ
ノノ
ノノ
漢嘉郡
雲南郡
交趾1111
ﾉノ
ノノ
》掴』胴吻
陵
興
元
敬
遷
準
〃
〃
梓
？
江
？
？
濡
〃
丹
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
・
愈
母
？
？
？
？
？
？
？
？
升
不
７
．
７
．
７
．
７
．
７
．
７
．
朱捉太守
漢中太守
部永昌従事
蜀郡太守
平西参ilr
脇ｴ'1今
広漠太守
汝山太守
赤門将ilj：
牙門将軍
平楽太守
鉄1了令
交州刺史
胖何太守
将軍
腱為太守
素滅長
功繭
益州太守
胖何太守
振威将耶
大''１大夫
平夷太守
興古太守
部尉
南ﾘﾐ枝ljM
永昌太守
永昌太守
溶陵太守
都護
広野将jlr
奉単郁尉
江陽太守
牙門将jWI
i]li夷校尉
九真太守
樵ﾘﾐ'１]郎将
興古太守
南広大（ﾖ：
巴〕爬監iWK
寧州刺史
李福の子
董聯とも
五茶夷帥
呂祥の子
呂祥の孫
漢嘉夷王
ＮＩＩ胤の父
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